
つながることが「食べる」を支えます

～講座：買い物弱者、地域で救う2011 年 12月 17日開催～

限界集落でなくても、食べ物を手に入れにくい？！

意外と大事「一緒に食べる」

どんな仕組みが弱者を救う？

2011 年 12月 17日、「買い物弱者、地域で支える」と題して生活クラブと共催で講座を開催しました。
昨年の東日本大震災の発生で中止をした講座の復活版です。32名で明治学院大学の浅川達人教授のお話を伺
いました。

フードデザート（food deserts）とは、急激な社会･経済環境の変化の中で生じた生鮮食料品供給体制の崩壊と、

それに伴う社会的弱者層の健康被害のこと。日本でも地方都市や郊外の住宅団地・中山間集落に住む高齢の

方々を中心に、深刻化している問題です。

単にお店が郊外に出ていってしまい、自家用車を利用できないから低価格で生鮮食料品を手に入れられない

（お店が近くにない）という単純な問題ではなく、社会からの孤立・貧困などからくる生活自立度の低下・老化の早期

化等さまざまな問題につながっていくことが指摘されました。

人は幾ら住んでいる近くに食料品を扱うお店があっても、食べることに意欲を失うとお店に足を運ばなくなります。

それをつなぎとめるのは一緒に食事をして「おいしいね」と、会話をすること。想像しているよりはるかに大事なこと

なのです。もしできなくても、手助けやアドバイスをしてくれる人がいると、かなり改善されていくというお話でした。こ

れは地域でず～っと豊かに暮らしていくヒントになりそうです。

先生の講座後、グループに別れ、※“ワールドカフェ”という手法で「自分たちの住む街でどのような仕組みがあ

れば解決できるのか？豊かに暮らしていけるのか？」をみんなで意見を出し合いました。 3.11の震災後、コンビニ

が積極的に被災地支援として移動販売に乗り出しているニュースがたびたび伝えられていますが、元々「たすけあ

い」は赤字の体質を持っています。そこを乗り越えるために事業者と当事者を結ぶボランティアが必要だという旨の

フードデザート研究グループのホームページ  http:// www18.atwiki.jp/food_deserts/pages/1.html



ことが各テーブルのホストから発表されました。

人と人のつながりがいかに大事かを再確認しあった講座でした。

「ワールドカフェ」は会議の場では出ないアイデ

ィアもなぜか喫茶店などでは出るという点に着

目した手法です。1つのテーマを複数のテー

ブルに行って話し合います。終了した時には全

員と話をしたかの様な感覚になるというわけで

す。約束事は相手の意見をよく聞く。相手の意

見を否定しない、の2つのみです。花を飾ったり、

お茶を用意しても･･･。

喫茶店みたいな雰囲気の中で話し合う”ワールドカフェ“

※（写真）話が終わって次のテーブルに移動です。
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